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第
41
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)

一
〇
月
一
六
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

  
 
 

北
本
市
天
神
社
の
算
額 

  

九
月
三
十
日
、
北
本
市
本
宿(

も
と
じ
ゅ
く)
の
天
神
社
、

深
谷
市
菅
沼
の
川
本
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
で

の
藤
田
貞
資
展
、
そ
れ
に
慈
光
寺
の
算
額
の
件
で
小

川
町
役
場
と
廻
っ
て
来
ま
し
た
。
圏
央
道
・
中
山
道

を
使
い
、
帰
り
は
飯
能
寄
居
線
を
使
い
ま
し
た
。 

 

藤
田
貞
資
展
で
は
、
『
精
要
算
法
』
『
神
壁
算
法
』

『
一
題
十
六
品
術
』
な
ど
、
ま
た
荒
木
村
英
が
刊
行

し
た
関
孝
和
の
遺
稿
で
あ
る
『
括
要
算
法
』、
そ
れ
に

算
木
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
野

口
泰
助
先
生
が
出
品
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

小
川
町
役
場
の
生
涯
学
習
文
化
財
担
当
で
は
、
慈

光
寺
の
算
額
の
文
面
が
わ
か
る
写
真
が
な
い
か
訪
ね

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

さ
て
、
天
神
社
の
算
額
（
明
治
24
年
）
の
資
料
は

北
本
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
方
か
ら
頂
い

て
い
ま
す
が
、
算
額
の
写
真
が
不
鮮
明
と
思
え
た
の

で
、
原
本
（『
北
本
の
文
化
財
』）
を
確
認
し
た
く
北

本
市
の
図
書
館
に
ま
ず
行
き
ま
し
た
。
結
果
は
原
本

そ
の
も
の
が
不
鮮
明
で
し
た
が
、
こ
れ
は
撮
影
時
す

で
に
劣
化
し
て
い
た
為
と
し
か
考
え
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
後
、
あ
わ
よ
く
ば
算
額
を
見
せ
て
頂
け
る
か

も
と
願
っ
て
天
神
社
に
行
き
ま
し
た
。
結
果
は
劣
化

の
た
め
殆
ど
見
え
な
い
た
め
お
断
り
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。 

  
 

一
、
算
額
の
内
容 

 
算
額
の
内
容
は
『
北
本
市
史
第
五
巻
』（
近
代
現
代

資
料
編
）
に
あ
り
ま
す
。『
埼
玉
の
算
額
』
に
は
所
収

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

右
端
に
「
奉
献
額
関
流
算
法
」
と
あ
り
、
問
題
は

上
下
二
段
に
六
問
ず
つ
全
部
で
十
二
問
あ
り
、
近
在

の
十
二
名
の
人
達
に
よ
る
問
題
で
す
。左
端
に
は「
明

治
廿
四
季
四
月
吉
日 

当
所 

清
水
和
三
郎 

発
起

者 

林
専
蔵
」
と
あ
り
ま
す
。
問
題
の
十
二
名
と
併

せ
て
こ
こ
に
出
て
来
る
人
達
の
伝
系
は
不
明
で
す
が
、

多
く
の
人
達
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
扱
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
す
。 

 

な
お
、
天
神
社
の
本
殿
前
に
は
市
教
育
委
員
会
の

標
識
が
あ
り
ま
す
（
昭
和
53
年
市
指
定
文
化
財
）。 

      天神社の算額（『北本の文化財』より、横 130㎝、縦 90㎝） 
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これを整理して

とすれば、乙円径を甲円径を

 

  

               

 

 
 

二
、
解
法
例 

 

二
・
三
の
解
法
例
を
示
し
ま
す
が
、
何
れ
も
容
易

な
も
の
で
す
。 

（
一
問
目
） 

 

（
二
問
目
） 

 

 

（
問
文
の
「
如
図
円
円
内
」
は
「
如
図
円
内
」
か
、

ま
た
術
文
の
「
束
」
は
「
乗
」
か
） 

市教育委員会の標識 
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これを整理して

とすれば、小円径を大円径を

（
三
問
目
） 
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～
～
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嵐
山
町
の
内
田
祐
五
郎 

  
 

一
、
人
物
概
要 

 

内
田
祐
五
郎
往
延(

ゆ
き
の
ぶ)

（
天
保
十
四
年(

一
八

四
三)

～
大
正
十
一
年
、
八
十
歳
）
は
、
比
企
郡
菅
谷

村
杉
山
（
杉
山
村
字
川
袋
と
も
、
現
嵐
山
町
杉
山
）

の
人
で
、
明
治
十
七
年
菅
谷
村
志
賀
の
根
岸
氏
の
入

婿
と
な
り
、
隣
村
月
輪(

つ
き
の
わ)

（
滑
川
町
）
に
卜
居

し
、
其
居
宅
の
傍
に
頌
徳
碑
が
あ
る
。
靑
海
道
祐
信

士
。
戸
根
木
格
斎
と
剣
持
章
行
に
学
び
、
東
松
山
市

の
岩
殿
観
音
に
奉
額
し
、
頌
徳
碑
に
も
一
問
あ
る
。 

 

熊
谷
の
戸
根
木
格
斎
へ
は
三
里
ば
か
り
を
往
復
し

て
習
っ
た
と
い
う
。
戸
根
木
に
師
事
し
た
の
は
、
船

戸
悟
兵
衛
の
紹
介
に
依
る
と
い
う
。
ま
た
、
と
き
が

わ
町
大
附
の
宮
崎
萬
治
郎
に
も
暦
を
作
る
事
を
習
っ

た
と
い
わ
れ
る
。 

明
治
六
年
の
地
租
改
正
で
は
祐
五
郎
も
特
別
編
輯

総
図
と
杉
山
村
検
地
担
当
人
に
選
ば
れ
、
正
確
な
測

量
を
行
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

  
 

二
、
頌
徳
碑
（
二
〇
一
三
年
十
月
訪
問
） 

 

昭
和
八
年
に
、

内
田
に
学
ん
だ
門

弟
た
ち
が
師
の
頌

徳
碑
「
内
田
往
延

先
生
之
碑
」
を
建

立
し
た
。
表
は
上

に
「
算
法
」
の
二
字
を
大
き
く
横
書
し
、
そ
の
下
に

一
つ
の
図
形
を
書
き
、左
右
に
題
術
を
分
け
て
書
き
、

下
方
に
「
内
田
往
延
先
生
之
碑
」
と
刻
し
て
あ
る
。

裏
面
に
は
碑
文
と
、
據
資
芳
名
と
し
て
百
名
以
上
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
表
面
の
題
術
の
内
容
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
図
直
内
容
大 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
半
圓
及
小
圓
一
個 

 
 
 
 
 
 
 
 

只
云
小
圓
径
若
干
得 

 
 
 
 
 
 
 
 

直
長
術
問
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
如
左
術 

 
 
 
 
 
 
 
 

術
曰
置
二
個
開
平
方 

 
 
 
 
 
 
 
  

名
天
十
六
之
加
二
十 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
個
開
平
方
天
三
段 

 
 
 
 
 
 
 
  

及
加
三
個
乗
小
径
半 

 
 
 
 
 
 
 
 

之
得
直
長
合
問 

今
図
の
よ
う
に
長
方
形
の

中
に
大
中
の
半
円
と
、
小

円
一
個
が
内
接
し
て
い
る
。

小
円
の
直
径
が
与
え
ら
れ

た
時
、
直
長
の
長
さ
は
幾

つ
か
。 

  

答
え
は
左
に
よ
る 

二
を
置
い
て
平
方
に
開
き
、

天
と
名
付
け
十
六
を
乗
じ

二
十
四
を
加
え
こ
れ
を
平
方
に
開
き
、
天
を
三
倍
し

た
も
の
と
三
を
加
え
、
こ
れ
に
小
径
の
半
を
乗
じ
て

直
長
を
得
て
問
い
に
合
う
。 

  

碑
の
裏
面
の
碑
文
の
下
に
は
五
段
に
渡
っ
て
碑
の

建
立
に
賛
同
し
て
資
金
を
出
し
た
門
弟
百
四
名
（
重

複
除
く
）
の
大
字
、
氏
名
、
金
額
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

門
弟
は
地
域
別
で
見
る
と
、
嵐
山
町
の
杉
山
・
吉

田
・
広
野
・
越
畑
・
勝
田
・
太
郎
丸
・
菅
谷
・
平
沢
・

根
岸
・
志
賀
・
川
島
、
滑
川
町
の
月
輪
・
羽
尾
・
水

房
・
福
田
・
伊
古
、
東
松
山
市
の
下
唐
子
・
唐
子
・

神
戸
・
松
山
・
野
田
、
な
ど
で
あ
る
。 

 

裏
面
上
段
の
碑
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

読
め
な
い
字
は
文
献
で
補
っ
た
が
、
そ
の
文
献
の
間

違
い
も
散
見
さ
れ
る
。 

 

夫
數
之
於
天
下
其
用
廣
哉
近
而
備
於
身
體
遠
而
滿
六 

舎
天
之
高
也
星
辰
之
遠
也
苟
得
其
故
則
千
歳
之
日
至 

坐
而
可
識
者
非
數
術
何
哉
于
茲
有
内
田
先
生
者
通
稱 r





  32324216直長

ので正しい。術文は以下のようなも

･･･ 
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祐
五
郎
天
保
十
四
年
三
月
廿
三
日
生
比
企
郡
七
郷
村 

大
字
杦
山
内
田
喜
右
エ
門
之
二
男
也
明
治
十
七
年
三 

月
四
日
同
郡
菅
谷
村
大
字
志
賀
爲
根
岸
彦
九
郎
之
後 

嗣
矣
情
自
幼
温
良
頴
悟
而
特
好
數
學
爲
嬉
戯
常
玩
等 算 

術
長
而
大
里
郡
熊
谷
町
數
學
者
關
流
入
門
戸
根
木
與 

エ
門
先
生
研
窮 究

數
學
數
年
又
群
馬
縣
之
人
訪
豫
山
劍 

持
先
生
之
門
修
暦
數
之
學
刻
苦
精
勵
極
斯
學
之
薀
奧 

也
故
被
稱
地
方
算
學
之
泰
斗
當
時
嘖
々
之
有
名
也
故 

明
治
九
年
會
地
租
改
正
之
擧
哉
特
編
輯
繪
圖
及
杉
山 

村
被
命
地
檢
擔
當
人
也
是
皆
薀
蓄
數
學
之
功
也
故
測
」

量
正
確
而
其
成
積 績

亦
良
好
也
云
云
於
茲
乎
先
生
高
名 

聞
四
方
不
問
遐
閭
遠
近
尋
來
而
乞
敎
者
接
踵
其
數
學 

者
非
訓
古
之
學
而
已
先
人
未
發
之
術
創
見
要
之
也
其 

上
者
高
遠
哲
學
的
入
思
索
下
者
日
用
之
實
學
及
也
抑 

我
國
者
古
來
尊
儒
學
故
以
儒
學
成
名
者
枚
擧
雖
不
遑 

獨
至
數
學
微
々
不
振
爲
攻
究
者
亦
稀
也
盖
雖
此
實
用 

學
被
軽
者
弊
風
之
所
爲
乎
先
生
資
性
廣
記
而
志
操
確 

實
克
當
時
排
研
學
之
難
夙
夜
精
勵
高
尚
廣
汎
達
斯
學 

盡
力
應
用
其
博
識
宏
辞
而
又
通
儒
佛
之
學
時
而
説
聖 

賢
之
道
矣
故
近
郷
人
有
難
解
事
即
就
先
生
求
解
也
先 

生
爲
人
恬
淡
磊
落
而
超
越
之
外
清
廉
自
持
耕
於
田
野 

而
悠
々
自
適
可
惜
矣
時
恰
際
會
世
態
激
變
之
潮
漲
大 

西
文
化
輸
入
之
急
流
忠
也
否
稀
世
之
酬
和
算
學
者
甚 

不
幸
可
偉
材
以
爲
被
朽
圃
巷
之
間
鳴
於
玆
門
人
等
先 

生
之
慕
學
德
相
諮
而
建
碑
以
爲
後
世
之
記
念
而
爾 

昭
和
八
年
晩
秋 

大
塚
隣
溪
撰 

篠
崎
千
松
拜
書
。 

 
 

二
、
岩
殿
観
音(

正
法
寺)

に
算
額 

 

明
治
十
一
年
に
東
松
山
市
の
岩
殿
観
音（
正
法
寺
）

に
奉
額
し
て
い
る
（
市
文
化
財
）。
岩
殿
観
音
は
明
治

十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
に
炎
上
し
、
前
に
在
っ
た

紫
竹
小
高
多
聞
治
の
算
額
な
ど
も
焼
失
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
内
田
の
算
額
は
偶
然
に
も
免
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
小
高
多
聞
治
の
算
額
は
飯
能
の
石
井
弥
四

郎
が
書
き
写
し
て
い
た
こ
と
が
筆
者
の
調
査
で
判
明

し
て
い
る
（
第
29
、
30
号
参
照
）。 

 

内
田
の
算
額
は
三
十
三
歳
頃
に
奉
納
し
た
も
の
で
、

二
問
あ
り
ま
す
。
一
問
目
は
、
立
方
体
の
中
に
大
球

一
個
、
中
球
四
個
、
小
球
四
個
が
あ
り
、
大
球
の
直

径
を
与
え
た
と
き
、
小
球
の
直
径
を
問
う
も
の
。
二

問
目
は
、
大
円
の
中
に
甲
円
二
個
、
乙
円
二
個
、
丙

円
四
個
、
弦
四
本
が
あ
り
、
乙
円
を
与
え
た
と
き
丙

円
の
直
径
を
問
う
も
の
で
あ
る
。 

  

こ
の
算
額
の
一
問
目
と
同
じ
内
容
（
二
問
目
は
異

な
る
内
容
）
の
も
の
が
広
野
村
川
島
（
現
・
嵐
山
町
）

の
鬼
（
鬼
鎮
）
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
。
年
代
や
経
緯
な
ど
は
不
明
だ
が
や
は
り
内
田

祐
五
郎
が
掲
額
し
た
も
の
で
、
そ
の
算
額
の
解
答
扣

書
が
残
っ
て
い
る
。 

    
 

奉 

懸 

御 

寶 

前 
算 

術 

問 

今
有
如
圖
立
方
内
容
下
面
中
球
四
個

及
其
上
大
球
一
個
上
角
小
球
四
個
各

充
内
無
動
大
球
径
若
干
問
得
小
球
径

術
如
何 

 
 

答
曰
如
左
術 

術
曰
置
二
千
六
百
二
十
五
箇
開
平
方
以
減
六
十
五
箇

餘
乗
大
球
径
二
十
五
歸
之
得
小
球
径
合
問 

 

今
有
如
圖
圓
内
容
甲
圓
二
個
及
四
斜
乙

圓
二
個
丙
圓
四
個
乙
圓
径
若
干
問
得
丙

圓
径
術
如
何 

  
 
 
 

答
曰
如
左
術 

術
曰
置
一
十
八
箇
開
平
方
以
減
六
箇
餘
以
除
乙
圓
径

得
丙
圓
径
合
問 

    

熊
谷
驛 

 
 

関
流
七
傳 

格
齋
戸
根
木
與
右
衛
門
貞
一
門
人 

          

武
州
比
企
郡
杉
山
村 

        
 
          

内
田
祐
五
郎
往
延（
花
押
） 

 
 

明
治
十
一
戊
寅
年
吉
祥
日 

 

問
題
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 今
図
の
よ
う
に
立
方
体
の
中
の
下
面
に
中
球
四
個
を
、

そ
の
上
に
大
球
一
個
を
、
そ
の
上
の
角
に
小

球
四
個
を
、各
々
接
す
る
よ
う
に
置
く
と
き
、

大
球
の
直
径
を
与
え
た
と
き
に
小
球
の
直
径

を
求
め
る
方
法
は
。 

 
 
 
 

答
に
曰
く
左
の
方
法 

    

計
算
方
法
は
、
二
千
六
百
二
十
五
を
平

方
に
開
き
、
六
十
五
か
ら
減
じ
、
そ
の
餘
に

大
球
径
を
乗
じ
、
二
十
五
で
歸(

除)

し
て
問

い
に
合
う
小
球
径
を
得
る
。 

大球大球
－

　小球＝  5506.0
25

262565
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今
図
の
よ
う
に
円
内
に
甲
円
二
個
及
び

四
斜
線
を
引
き
、
乙
円
二
個
、
丙
円
四

個
を
置
く
と
き
、
乙
円
の
直
径
を
与
え

た
時
に
丙
円
の
直
径
を
求
め
る
方
法
は
。 

 
 
 
 

答
に
曰
く
左
の
方
法 

計
算
方
法
は
、
十
八
を
平
方
に
開
き
六

か
ら
減
じ
、
そ
の
餘
を
以
っ
て
乙
円
の

直
径
を
除
し
て
、
問
い
に
合
う
丙
円
の

直
径
を
得
る
。 

  

こ
の
結
果
は
一
問
目
は
正
し
い
が
、
二
問
目
の
術

は
間
違
っ
て
い
る
。
正
解
式
を
示
し
た
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

市
町
村
指
定
の
和
算
関
係
の
文
化
財 

 
 

埼
玉
県
の
市
町
村
指
定
の
和
算
関
係
の
文
化
財
の

一
覧
を
示
し
ま
す
（
あ
い
う
え
お
順
）。
全
部
で
38
件

で
す
。
な
お
、
県
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
末
尾
の
＊
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
解
説
あ
り
、
＃
は

『
埼
玉
の
算
額
』
に
あ
り
、
を
示
し
ま
す
） 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

 

春
日
部
市
飯
沼 

飯
沼
香
取
神
社
算
額
（
弘
化
２
）

加
須
市
芋
茎 

医
王
寺
算
額
（
明
治
32
）
＊ 

 
 
 

中
種
足 

雷
神
社
算
額
（
大
正
元
）
＊
＃ 

 
 
 

騎
西 

玉
敷
神
社
算
額
（
大
正
４
）
＊
＃ 

 
 
 

中
種
足 

都
築
家
和
算
用
具 

＊ 

 
 
 

阿
佐
間 

金
乗
院
関
流
九
伝
島
田
親
子
の
墓

川
口
市
三
ツ
和 

氷
川
神
社
算
額
（
享
和
４
）
＊ 

川
越
市
久
下
戸 

氷
川
神
社
算
額
（
文
化
８
）
＃ 

 
 
 

古
谷
本
郷 

古
尾
谷
八
幡
社
算
額(

天
保

12)

＃ 

 
 
 

山
田 

山
田
八
幡
神
社
算
額(

安
政
３
・
５)

＃ 

 
 
 

石
田 

藤
宮
神
社
算
額
（
明
治
４
）
＃ 

川
島
町
下
小
見
野 

光
西
寺
算
額
（
明
治
25
）
＊ 

北
本
市
本
宿 

天
神
社
算
額
（
明
治
24
） 

行
田
市
下
忍 

上
分
神
社
算
額
（
天
保
８
）
＊
＃ 

 
 
 
 

吉
田
庸
徳
関
係
資
料 

＊ 

熊
谷
市
代 

諏
訪
神
社
算
額
（
弘
化
４
）
＊
＃ 

鴻
巣
市
大
芦 

氷
川
神
社
算
額
（
嘉
永
３
）
＊
＃ 

 
 
 

上
谷 

薬
師
堂
（
明
治
23
）
＊ 

 
 
 

新
井 

稲
荷
神
社
算
額
（
明
治
25
）
＊ 

 
 
 

三
ツ
木 

三
ツ
木
神
社
算
額(

明
治

28)

＊
＃ 

 
 
 

安
養
寺 

八
幡
神
社
算
額
（
大
正
４
）
＊
＃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
場
所
は
移
転
か
？
） 

越
谷
市
下
間
久
里 

第
六
天
祠
（
文
久
２
）
＃ 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区 

愛
宕
神
社
算
額(

享
和
元)

＊
＃ 

 
 
 
 
 

西
区 

秋
葉
神
社
算
額(

天
保
11)

＃ 

 
 
 
 
 

桜
区 

西
堀
氷
川
神
社
算
額(

嘉
永
５)

＊
＃ 

 
 
 
 
 

中
央
区 

日
枝
神
社
算
額(

慶
応
２)

＊
＃ 

 
 
 
 
 

緑
区 
重
殿
社
算
額
（
明
治
14
）
＊ 

草
加
市
金
明
町 
旭
神
社
算
額
（
寛
政
11
）
＊ 

所
沢
市
上
山
口 

金
乗
院
の
算
額
（
安
永
９
）
＊
＃ 

戸
田
市
美
女
木 

美
女
木
八
幡
社
算
額(

天
保
４)

＊
＃ 

滑
川
町
福
田 

成
安
寺
算
額
（
元
治
２
）
＃ 

鳩
山
町
赤
沼 

円
正
寺
算
額
（
文
政
11
） 

羽
生
市
小
松 

小
松
神
社
算
額
（
安
政
６
）
＃ 

飯
能
市
虎
秀 

千
葉
歳
胤
の
墓 

＊ 

東
松
山
市
正
代 

世
明
寿
寺
算
額
（
明
治
10
）
＃ 

 
 
 
 

岩
殿 

正
法
寺
算
額
（
明
治
11
）
＃ 

本
庄
市
都
島 

正
観
寺
算
額
（
享
保
11
）
＊ 

横
瀬
町
横
瀬 

数
術
家
加
藤
兼
安
の
碑 

＊ 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 

「
や
ま
ぶ
き
」
も
41
号
と
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
の

和
算
家
の
足
跡
を
訪
ね
歩
い
た
中
で
未
筆
の
人
達
と

し
て
安
原
千
方
、
金
井
稠
共
等
が
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
さ
て
お
き
、
ひ
と
ま
ず
41
号
を
区
切
り
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

拙
い
「
や
ま
ぶ
き
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
ま
で
の
分

は
冊
子
に
し
て
改
め
て
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
埼
玉
北
西
部
の
和
算
家
に
つ
い
て
は
「
や

ま
ぶ
き
」
で
取
り
上
げ
た
内
容
も
含
め
て
、『
北
武
蔵

の
和
算
家
』
と
し
て
出
版
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

埼
玉
北
西
部
か
ら
調
査
し
て
私
が
知
っ
た
和
算
は
、

全
体
か
ら
見
れ
ば
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

入
手
は
し
た
も
の
の
、
未
だ
手
つ
か
ず
の
和
算
書
や

解
説
書
も
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
何
よ

り
埼
玉
以
外
の
算
額
も
見
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ペ
ー
ス
は
落
ち
ま
す
が
、
42
号
以
降
の
「
や
ま

ぶ
き
」
に
継
続
し
て
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

乙円
－

乙円
（誤）丙円＝  6905.0

186

乙円乙円（正）丙円＝ 


3135.0
42

2811


